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１　はじめに
　平成 29 年 3 月告示の学習指導要領では，教科等積極的な視点に立った資質・能力の育
成として，「児童の発達の段階を考慮し，言語能力・情報活用能力（情報モラルを含む。）・
問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力を育成していくことができるよう，
各教科の特質を生かし※１」教育課程の編成を図ることが示された。
　改訂の基本方針の中の③※２に，「単元や題材など内容や時間のまとまりを見通して，そ
の中で育む資質・能力の育成に向けて，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授
業改善を進めること」がある。そのための留意事項として挙げられた 6 点のうち，本稿と
関わりが深いと考えられるのは，ウとオである。（※下線筆者）
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要　旨
　生活科における深い学びの実現に向けた授業は，身近な生活に係る物事や事象を五感を
通して捉え，自分自身との関わりについて感じたり気付いたり考えたりしたことを対話的
に展開していくなかで成立する。それを可能とするためには学習活動で観察力の質を向上
させることが重要である。そこで本稿では，児童が意欲をもち自分らしい視点で対象を観
察していくことができるような教材・教具の工夫について考えてみた。
Abstract
To deepen our understanding in Living Environment Studies, one must effectively capture the 
events and episodes in life by our five senses, and then to feel, notice and think how these events 
apply to our daily lives by communicating these thoughts. To achieve this, it is essential to improve 
the power of observation by educational activities. This paper explores educational materials and 
any adjustments to be had, so as to improve ways in which a child would observe and interpret 
events around their life promoting individuality.
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ウ　各教科等において通常行われている学習活動（言語活動，観察・実験，問題解決
的な学習など）の質を向上させることを主眼とするものであること。
オ　深い学びの鍵として「見方・考え方」を働かせることが重要になること。各教科
等の「見方・考え方」は，「どのような視点で物事を捉え，どのような考え方で思
考していくのか」というその教科等ならではの物事を捉える視点や考え方である。
各教科等を学ぶ本質的な意義の中核をなすものであり，教科等の学習と社会をつな
ぐものであることから，児童生徒が学習や人生において「見方・考え方」を自在に
働かせることができるようにすることにこそ，教師の専門性が発揮されることが求
められること。
　併せて，教育課程の編成及び実施に当たっての配慮事項として，「小学校の低学年，中
学年，高学年の学年の特長を生かした指導の工夫を行うこと※３」も示されている。
　本稿では，以上の下線の部分に着目して研究を進めることにした。
２　研究の目的
　生活科においては，教科の特性上児童が受け身の立場で学習活動に取り組むことはでき
るだけ避けなければならない。生活科の授業では児童が主体的に取り組む豊かな活動が
あって多くの気付きが生まれ，それらを交流し合うことが深い学びにつながっていく。具
体的な活動や体験を通して学ぶ生活科にあって，前述のような授業を可能にするには，児
童の興味・関心を喚起したり活動への意欲付けをしたりする支援としての手立てが必要で
ある。
　生活科の授業では，児童の興味・関心の向き具合によってその活動がときにねらいから
大きく外れたり，活動の途中で意欲を低下させてしまったりすることがある。そうならな
いようにするために，児童が自らの活動意欲を高め，ねらいに迫る活動をしていくような
支援が大切になるのである。とりわけ，教材・教具，材料の準備などの学習環境の設定は
大きな支援活動である。
　ところで，学習方法や教材が児童に取り組みやすく発達段階にあっているかどうかを考
えることは，活動が学習のねらいにあっているかと同様に大切である。「低学年の指導は
難しい」という声を聞くことがあるが，それは学習の展開の仕方が児童の特性に合ってい
ないとも考えられるのである。
　低学年の児童には，例えば，
　・自分の興味のある事象にはすぐに飛びつくが，そのことに対し疑問をもって詳しく観
察することは難しい。
　・社会的事象や自然事象に対する多少の知識はあっても，具体的に理解していない。新
しい知識を得ることには目を輝かせて飛びつくが興味が持続しないため具体的な理解
は難しい。
　・学習活動においては，課題に向かって粘り強く追究しようとする姿勢はあまりない。
教師の問いかけに対して反射的に思ったことを発言するが，考えた根拠や具体的な説
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明を求めると発言が少なくなってしまう。表現活動では，自分がしてしまうとそれで
満足して終わってしまうことが多く，友達の内容や考えと比べた上でより豊かに表現
しようとする姿勢が弱い。
などの実態がある。
　観察に目を向けた場合は，例えば何を見るのか焦点がはっきりしていなかったり，一度
に多くのものを見てしまったりすることにより，今見てきたばかりにも拘らず教室に戻る
とそれが何であったかを思い出せないことが多い。また，学習内容以外のことに気を奪わ
れてしまうことも少なくない。
　このような児童に，「具体的な活動や体験を通した気付き」の質を高めるためには「観
察力」を養う必要がある。ここでいう「観察力」とは，具体的な活動や体験時に五感を使
いながらその場でどんなことを，どれだけ観察するかという情報収集能力であり，また，
単元のねらいに沿って観察する（≑価値ある体験をする）という情報処理能力につながる
ものである。観察によってもたらされた質の高い気付きは深い学びにつながっていく。「観
察力」を高めるには，児童が主体的に活動に取り組み，見学や観察のポイントをもって活
動に臨むことが必要である。「具体的な活動や体験」の「具体的」の部分に，見学・体験
の内容や質，数や量，関連する事柄とのつながりなどの観察の視点がはっきりしていてこ
そ主体的な活動が促され，質の高い気付きが生まれ，深い学びにつながっていくのである。
　これらのことを踏まえ，本稿では「公園探検」の活動をとおし児童の発達に合わせた教
材・教具を工夫することにより，意欲をもって活動に取り組み気付きの質を高め，それが
深い学びにつながっていくのではないかと考え，それを実践してみることにした。
３　研究の目標
　意欲的に取り組みながら観察力を向上させ深い学びにつなげる活動の在り方について実
践授業を通して明らかにする。
４　研究仮説
　生活科の授業において意欲的に取り組むことができるような指導計画を立案し，観察活
動を進めるための教材・教具を工夫すれば，観察力が向上し深い学びにつながるであろう。
　
５　検証方法と分析の観点
１）検証方法
　検証方法は学生を対象に授業を通して行う。（東北福祉大学教育学科生活科教材研究法
履修生 41 名）
①研究仮説に基づいて立てた指導計画によって授業を行う。
②学習活動の中で学生が表現したもの（道具，絵や文，プリント等）により，学習にお
ける意識，理解，考えなどを捉え，分析する。
２）分析の観点
　活動や体験を行う「公園」について予想したことの内容，学生がもった観察の視点とそ
れを可能にするための道具（以下，「探検グッズ」と表記），探検グッズを活用した観察の
実際などの点から分析を試みる。
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６　研究実践の計画
１）活動に見通しをもたせるためのストーリー性のある指導計画を作成する。
２）思考ツールを活用して「国見中央公園」をイメージし探検への意欲を高める。
３）公園探検における「ヒト，モノ，コト」への気付きの質を高めるために効果的な探検
グッズを考案・作製する。
４）探検グッズを活用して公園探検を行う。
５）思考ツールによる振り返りと公園地図の作成をする。
６）探検を踏まえた表現活動を行い，活動を振り返る。
７　研究の概要
１）活動に見通しをもたせるためのストーリー性のある指導計画の作成
　（１）本稿「公園探検」の学習指導要領上の位置付け
　「公園探検」は，主に小学校学習指導要領生活科内容「（4）公共物や公共施設の利用」
に基づく。また，「（3）地域と生活」や「（5）季節の変化と生活」に関連する※４。
「（4）公共物や公共施設の利用」
（4）公共物や公共施設を利用する活動を通して，それらのよさを感じたり働きを捉
えたりすることができ，身の回りにはみんなで使うものがあることやそれらを支え
ている人々がいることなどが分かるとともに，それらを大切にし，安全に気を付け
て正しく利用しようとする。
「（3）地域と生活」
（3）地域に関わる活動を通して，地域の場所やそこで生活したり働いたりしている
人々について考えることができ，自分たちの生活は様々な人々や場所と関わってい
ることが分かり，それらに親しみや愛着をもち，適切に接したり安全に生活したり
しようとする。
「（5）季節の変化と生活」
（5）身近な自然を観察したり，季節や地域の行事に関わったりするなどの活動を通
して，それらの違いや特徴を見付けることができ，自然の様子や四季の変化，季節
によって生活の様子が変わることに気付くとともに，それらを取り入れ自分の生活
を楽しくしようとする。
　児童は活発に活動してはいるものの，気付きが拡散してしまい学びが深まらないとい
う姿を生活科の学習でよく見ることがある。内容（4）のとおり公園は子どもにとって
身近な公共施設であり学びの対象である。学習活動場所としての公園は，教室環境とは
異なる外界の空間の広さもあって児童の学習活動は多様となり活動で得られる多くの気
付きはその場その場のものとなり拡散していくことが予想される。そうならないように
するために，児童の活動をつなぎ学びを深めていくストーリー性が必要である。
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　そこで，意欲を高め主体的な活動を促すよう本実践における単元名を「ぼくらは公園
探検隊」と意欲を高め誘うような活動名とした。ただ単に地域にある公園に観察に行く
のではなく，未知の場所（国見中央公園）を調べるため自分たちで命名する探検隊を結
成し探検活動をするという活動の流れとしたのである。そして，指導計画を活動計画と
してあらかじめ示し，活動のまとめには調べたことを発表するという見通しをもたせる
ようにした。
　（２）「ぼくらは公園探検隊」の指導計画
第一次　国見中央公園にある春の秘密を探ろう
①探検隊を結成しよう（グループづくり・探検隊名の決定）
②国見中央公園にある春の秘密について話し合おう
第二次　探検に必要なグッズを作ろう
①探検グッズを構想しよう
②探検グッズを作ろう
第三次　探検グッズを使って国見中央公園の春を探そう
①国見中央公園を探検しよう
②探検で見つけた春を表そう
第四次　国見中央公園で見つけた春を伝えよう
①表現方法を話し合おう
②探検隊ごとに国見中央公園探検で見つけた春を発表しよう
　第一次①の話し合いで決まった探検隊の名前は，「ぼくらはとうほく探検隊」「すてき
な探検隊」「わくわく探検隊」など探検活動への意欲が高まっていくようなユニークな
ものとなっていた。
２）思考ツールを活用して「国見中央公園」をイメージし探検への意欲を高める。
　学習する上で必要な知識や経験等を学生がどれだけ有しているか調べるために「国見中
央公園」に対するレディネステストを実施した。
　「国見中央公園」の「ヒト，モノ，コト」について，知っていることやイメージするこ
とについて話し合うための手立てとしては表 1 のマンダラートの手法を使った。マンダ
ラートとは，紙などに９つのマスを用意しそれを言葉で埋めていく作業ルールを設けるこ
とで当事者の既知や経験知，考えを整理・外化し思考を深めさせる発想法の一つである（表
1，2 参照）。この話し合い活動をとおして，①どんな公園なのか（生活科の学習に必要な
「見つける力」，「調べる力」，「表現する力」，「協働する力」）を考え，探検活動へ意欲をも
たせること，②「公園探検」をする際（「見つける力，調べる力」）に必要と思われるもの
について考えることを意図した。
　なお，このレディネステストで記述した内容（表 1 及び表 5）と活動後に同じマンダラー
トに事後調査として記述した内容（表 2 及び表 6）との比較については後述する。
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表 1　国見中央公園に関する事前調査のためのマンダラート（4 月 17 日調査）1 中央公園に関する事前調査のためのマンダラート（4月 17日調査） 
 
表2 国見中央公園での活動後に気付きの変容調査のためのマンダラート（5月15日調査） 
 
３）公園探検における「ヒト，モノ，コト」への気付きの質を高めるために効果的なグ
ッズの考案・作製 
 佐島ら※５によれば「子供たちに観察させたり調査させたりすることのねらいは，まず，
事実を事実として捉えさせることに始まり，次に目に見えているその具体的な事実の裏に
ひそむ目に見えない事実，即ち，関係とか傾向性・法則性・意味性を考えさせることにあ
る。」とされる。 
そこで，事実を事実としてとらえ，事実に潜むものや事柄について考える手立てとして，
「ヒト，モノ，コト」への気付きの質を高めるのに効果的な教材・教具としての探検グッ
2　 変容調査のためのマンダラート（5 月 15 日調査）
３）公園探検における「ヒト，モノ，コト」への気付きの質を高めるために効果的なグッ
ズの考案・作製
　佐島ら※５によれば「子供たちに観察させたり調査させたりすることのねらいは，まず，
事実を事実として捉えさせることに始まり，次に目に見えているその具体的な事実の裏に
ひそむ目に見えない事実，即ち，関係とか傾向性・法則性・意味性を考えさせることにあ
る。」とされる。
　そこで，事実を事実としてとらえ，事実に潜むものや事柄について考える手立てとして，
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「ヒト，モノ，コト」への気付きの質を高めるのに効果的な教材・教具としての探検グッ
ズを考案・作製することにした。
　探検グッズは生活科の教科特性を踏まえ，観察をとおし「見る」「聞く」「嗅ぐ」「触れる」
「話す」など五感を使って児童が気付くことができるものであると同時に，それを手にし
たとき「公園探検」への意欲が湧きあがるようなものとした。
　はじめに個人で探検グッズを考案させ，次に探検隊（グループ）内で個人が考案した探
検グッズが自分たちの探検活動に有効かどうかを検討させ採択するようにした。
　図 1 ～図 4 は，学生が考案（デザイン）した探検グッズの例である。図 1「お鼻くんくん：
花や草など匂いを嗅ぎたいときに，グッズを自分の鼻に付けて匂いを嗅ぐ」，図 2「春探
しレコーダ ：ーメガホンを耳に当てて春らしい音に注目する」「インタビューマイク：リポー
ターになりきって，地域の方に話をうかがう」「望遠鏡：遠くのものに目を向ける」，図 3
「探検万華鏡：ペットボトルの万華鏡で自分が観察したいものを観察する。ペットボトル
を回転したり動かしたりすることで違う見方をしたり，ペットボトルを使わずに細かく観
察したいという意欲を促す」，図 4「かしこいメガネ：メガネを付けることにより『見る』
ことに注目させる」などさまざまなアイデアを盛り込んだ探検グッズが考案された。
　探検隊（観察グループ）ごとの探検グッズは，表 3 のようになった。
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図 1 すてきな探検隊「お鼻くんくん」     図 2 ぼくらとうほく探検隊「望遠鏡」 
                    「春探しレコーダー」「インタビューマイク」 
図 1　すてきな探検隊「お鼻くんくん」 図 2　ぼくらとうほく探検隊「望遠鏡」
「春探しレコーダー
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 図 3 ぼくらはとうほく探検隊       図 4 午後の探検隊「虫取り」「ダンボの耳」 
    「探検万華鏡」              「かしこいメガネ」 
 
表 3 探検隊ごとの探検グッズ一覧 
 
図 3 ぼくらはとうほく探検隊       図 4 午後の探検隊「虫取り」「ダンボの耳」 
    「探検万華鏡」              「かしこいメガネ」 
 
表 3 探検隊ごとの探検グッズ一覧 
図 3　ぼくらはとうほく探検隊
「探検万華鏡」
図 4　午後の探検隊
「かしこいメガネ」
表 3　探検隊ごとの探検グッズ一覧
 
図 3 ぼくらはとうほく探検隊       図 4 午後の探検隊「虫取り」「ダンボの耳」 
    「探検万華鏡」              「かしこいメガネ」 
 
表 3 探検隊ごとの探検グッズ一覧 
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　デザインを基に作製した探検グッズの実物の例は，以下の写真のとおりである。デザインを基に作製した探検グッズの実物の例は，以下の写真のとおりである。 
 
〔「春探しレコーダー」「インタビューマイク」〕    〔アンテナ付き双眼鏡〕 
 
５）グッズを活用した公園探検の実際と公園マップの作成 
公園探検で大切にしたいのは児童の思いを育むことである。そのため，実際の探検活動
では， 
・地域にある公園の自然や施設・設備，利用する人々と関わり，よさを感じ取る感性 
・主体的に活動しようとする意欲 
を高めながらフィールドワークを行う中で身に付けさせたい「見つける力（観察力）」「調
べる力」「表現する力」「協働する力」のうち，特に「見つける力（観察力）」に着目して活
動を進めた。 
学生たちは「公園探検」における「ヒト，モノ，コト」への気付きを高めるために効果
的と考えられるグッズを持ち，国見中央公園へフィールドワークに出かけた。公園では，
そこにある（いる）「ヒト，モノ，コト」を観察したり調査したりして，多くの情報を集め
意欲的に学習活動を展開した。 
〔手作り双眼鏡で樹木の先を観察〕      
〔活動意欲を高めるための手作りカメラで 
藤棚に咲くフジを記憶として撮影〕 
 
活動直後に「楽しかったこと」「見つけたこと」「気付いたこと」「ワクワクしたこと」「う
れしかったこと」「感じたこと」「大変だったこと」の７つの観点でワークシートへ記入し
た感想は以下のとおりである（ランダムに抜粋）。 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
〔「春探しレコーダー」「インタビューマイク」〕 〔アンテナ付き双眼鏡〕
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を高めながらフィールドワークを行う中で身に付けさせたい「見つける力（観察力）」「調
べる力」「表現する力」「協働する力」のうち，特に「見つける力（観察力）」に着目して
活動を進めた。
　学生たちは「公園探検」における「ヒト，モノ，コト」への気付きを高めるために効果
的と考えられるグッズを持ち，国見中央公園へフィールドワークに出かけた。公園では，
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べる力」「表現する力」「協働する力」のうち，特に「見つける力（観察力）」に着目して活
動を進めた。 
学生たちは「公園探検」における「ヒト，モノ，コト」への気付きを高めるために効果
的と考えられるグッズを持ち，国見中央公園へフィールドワークに出かけた。公園では，
そこにある（いる）「ヒト，モノ，コト」を観察したり調査したりして，多くの情報を集め
意欲的に学習活動を展開した。 
〔手作り双眼鏡で樹木の先を観察〕      
〔活動意欲を高めるための手作りカメラで 
藤棚に咲くフジを記憶として撮影〕 
 
活動直後に「楽しかったこと」「見つけたこと」「気付いたこと」「ワクワクしたこと」「う
れしかったこと」「感じたこと」「大変だったこと」の７つの観点でワークシートへ記入し
た感想は以下のとおりである（ランダムに抜粋）。 
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活動直後に「楽しかったこと」「見つけたこと」「気付いたこと」「ワクワクしたこと」「う
れしかったこと」「感じたこと」「大変だったこと」の７つの観点でワークシートへ記入し
た感想は以下のとおりである（ランダムに抜粋）。 
〔手作り双眼鏡で樹木の先を観察〕
〔活動意欲を
藤棚に咲くフジを記憶として撮影〕
　活動直後に「楽しかったこと」「見つけたこと」「気付いたこと」「ワクワクしたこと」「う
れしかったこと」「感じ 」「大変だったこと」の７つの観点でワークシートへ記入し
た感想は以下のとおりである（ランダムに抜粋）。
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〔楽しかったこと〕
・（公園にいた）小学生と話したこと，葉っぱの形がそれぞれ違い見ていて楽しかった。
・探検グッズを使って公園をたくさん見て回ったこと。
・春のいろんな音が聞けたこと。　・近くにいたおじさんと話したこと。
・手作り望遠鏡で遠くまで見ることができた，
〔見つけたこと〕
・花，アリ，シロツメグサ，クモの足が 8 本あること，たくさんのフジの花。
・サクラの花びらが跡形もなく茶色になっていたこと。
・つりをしている人がいたこと，散歩している人，遊具で遊ぶ子。
・噴水，ベンチ，東屋，春の匂い。
〔気付いたこと〕
・（グッズの）双眼鏡を使ったら本当によく見えた気がした。
・春だけどツクシがなかった（グッズの効果絶大でよく観察できた。）。
・近所の人が何人も来ていた。フジの花は 2 色。カエルがたくさん鳴いていた。
・さまざまな種類の木の葉の形がそれぞれ違うことに気がついた。
・（公園は）遊ぶ目的以外でも楽しめるようになっていた（散歩コース，池）。
〔ワクワクしたこと〕
・さやえんどうのからの匂いを嗅いでいる時。・どこに虫が隠れているのかを探したこ
と。
・グッズのカメラ越しに見る景色がきれいだった。
・探検グッズを使うとき，春の匂いがした。・探検隊になれたこと。
・噴水を見ていたらとてもきれいで夏がくるのもわくわくした。
・自分が作ったオリジナルカメラでどんな写真を撮ろうかワクワクした。
〔うれしかったこと〕
・自分が予想した虫や花があったこと。
・みんなで笑顔で探検できたこと。
・紫の花を思い出バック（探検グッズ）に入れた。
・池の周りの小道が薄暗くなっていてトトロみたいな感じがあった。
・自分が予想していたものが実際に公園にあった。
〔感じたこと〕
・噴水があり，グッズを使って水の音を聞いた。噴水の音が壮大に聞こえた。
・草の匂いが新鮮で春を感じた。もっと遊び（探検し）たかった。
・気温が高くなく，雨交じりだったがけっして寒くなかったところが春になったと感じ
られた。他の季節でもたんけんしてみたい。
・みんなで目的をもって探検に行くと楽しい。
・いつもは気付かないところにも春があるんだと思った。
・春は花がいっぱいで色どりが鮮やか。
・単に公園に行くのではなく，目的をもち同じメンバーと協力しながらいくことで探検
の楽しさや充実感を感じることができたこと。
〔大変だったこと〕
・見たい所が多い中で班行動すること。
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６）思考ツール（マンダラート）に記述された探検前と探検後のイメージの比較
表 5　マンダラートに記述された探検前と探検後のイメージの比較１
 
〔藤棚のある風景〕       ⇒  〔手作りカメラで藤棚のみを焦点化〕  
 ６）思考ツール（マンダラート）に記述された探検前と探検後のイメージの比較 
表 5 マンダラートに記述された探検前と探検後のイメージの比較１ 
2018.4.17（探検前）のイメージ     2018.5.15（探検後）のイメージ  
     Ａ群      Ｂ群           Ｃ群     Ｄ群 
入学                   新しい 
     さわやか                  日光 
出会い                  鳥 
     すがすがしい                人  
ピンク                  虫 
     冷たい                  会話 
サクラ                  木 
春           空         春           笑顔 
ミツバチ                 出会い 
     風見鶏                  心 
ウグイス                 暖かい 
            風車                   風 
       風                   楽しい 
     天気                   天気 
タンポポ                 花 
            雲                    ひなたぼっこ 
＜ぼくらはとうほく探検隊＞ 
 表 5は＜ぼくらはとうほく探検隊＞がマンダラート（表 1：2018.4.17探検前及び表 2：
2018.5.15探検後）に記述した中の「風」と「暖かい」を取り上げたものである。 
マンダラートに記述された国見中央公園の探検前のイメージと探検後との内容には大き
な違いが見られた。マンダラート記入に際しては，探検前・後のいずれでも，「春（中央公
園の）」を話し合いの中心に置いた。＜ぼくらはとうほく探検隊＞の学生の探検前の話し合
いでは，「春（中央公園の）」からイメージする「ヒト，モノ，コト」こととしてＡ群に示
した「入学」「出会い」「ピンク」「さくら」「ミツバチ」「ウグイス」「風」「タンポポ」があ
げられた。これら８つの言葉を中心に，それぞれの言葉に関して，さらにイメージを広げ
たのがＢ群である。Ａ群には，前述のように「ピンク」「サクラ」「ウグイス」，「入学」「出
　表 5 は＜ぼくらはとうほく探検隊＞がマンダラート（表 1：2018.4.17 探検前及び表 2：
2018.5.15 探検後）に記述した中の「風」と「暖かい」を取り上げたものである。
　マンダラートに記述された国見中央公園の探検前のイメージと探検後との内容には大き
な違いが見られた。マンダラート記入に際しては，探検前・後のいずれでも，「春（中央
公園の）」を話し合いの中心に置いた。＜ぼくらはとうほく探検隊＞の学生の探検前の話
し合いでは，「春（中央公園の）」からイメージする「ヒト，モノ，コト」こととしてＡ群
に示した「入学」「出会い」「ピンク」「さくら」「ミツバチ」「ウグイス」「風」「タンポポ」
があげられた。これら８つの言葉を中心に，それぞれの言葉に関して，さらにイメージを
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 ６）思考ツール（マンダラート）に記述された探検前と探検後のイメージの比較 
表 5 マンダラートに記述された探検前と 後のイメージの比較１ 
2018.4.17（探検前）のイメージ     2018.5.15（探検後） イメージ  
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ウグイス                 暖かい 
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＜ぼくらはとうほく探検隊＞ 
 表 5は＜ぼくらはとうほく探検隊＞がマンダラート（表 1：2018.4.17探検前及び表 2：
2018.5.15探検後）に記述した中の「風」と「暖かい」を取り上げたものである。 
マンダラートに記述された国見中央公園の探検前のイメージと探検後との内容には大き
な違いが見られた。マンダラート記入に際しては，探検前・後のいずれで ，「春（中央公
園の）」を話し合いの中心に置いた。＜ぼくらはとうほく探検隊＞の学生の探検前の話し合
いでは，「春（中央公園の）」からイメージする「ヒト，モノ，コト」こととしてＡ群に示
した「入学」「出会 」「ピンク」「さくら」「ミツバチ」「ウグイス」「風」「タンポポ」があ
げられた。これら８つの言葉を中心に，それぞれの言葉に関して さらにイメージを広げ
たのがＢ群である。Ａ群には，前述のように「ピンク」「サクラ」「ウグイス ，「入学」「出
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広げたのがＢ群である。Ａ群には，前述のように「ピンク」「サクラ」「ウグイス」，「入学」
「出会い」というように関連的にイメージできるような狭い範囲の言葉が並んでいる。Ａ
群の８つの言葉の中から「風」に着目しこの言葉からイメージできる「ヒト，モノ，コト」
として，「さわやか」「すがすがしい」「冷たい」「空」「風見鶏」「風車」「天気」「雲」が出
された。「（中央公園の）春」のイメージであるためやむを得ない部分もあるが，いずれも
抽象的であり，「ヒト，モノ，コト」とはほど遠い内容である。
　探検後に，話し合いながらマンダラートに記述したのがＣ群とＤ群である。
　探検後（＝グッズ等を活用しての観察後）の「春（中央公園の）」からイメージする「ヒ
ト，モノ，コト」こととして，Ｃ群に示した「新しい」「鳥」「虫」「木」「出会い」「暖かい」
「楽しい」「花」など多様な内容があげられ観察活動を経て広がりのある見方となった。「暖
かい」には，「日光」「人」「会話」「笑顔」「心」「風」「天気」「ひなたぼっこ」が出されて
いる。公園観察を通して関わった「ヒト」「会話」「笑顔」など具体的な内容となっている。
　表 6 は＜午後の探検隊＞がマンダラート（表 1：2018.4.17 探検前及び表 2：2018.5.15 探
検後）に記述した中の「虫」について記述した項目を取り上げたものである。
会い」というように関連的にイメージできるような狭い範囲の言葉が並んでいる。Ａ群の
８つの言葉の中から「風」に着目しこの言葉からイメージできる「ヒト，モノ，コト」と
して，「さわやか」「すがすがしい」「冷たい」「空」「風見鶏」「風車」「天気」「雲」が出さ
れた。「（中央公園の）春」のイメージであるためやむを得ない部分もあるが，いずれも抽
象的であり，「ヒト，モノ，コト」とはほど遠い内容である。 
探検後に，話し合いながらマンダラートに記述したのがＣ群とＤ群で 。 
探検後（＝グッズ等を活用しての観察後）の「春（中央公園の）」からイメージする「ヒト，
モノ，コト」こととして，Ｃ群に示した「新しい」「鳥」「虫」「木」「出会い」「暖かい」「楽
しい」「花」など多様な内容があげられ観察活動を経て広がり ある見方となった。「暖か
い」には，「日光」「人」「会話」「笑顔」「心」「風」「天気」「ひなたぼっこ」が出されてい
る。公園観察を通して関わった「ヒト」「会話」「笑顔」など具体的な内容 ている。 
 表 6 ＜午後の探検隊＞がマンダラート（表 1：2018.4.17探検前及び表 2：2018.5.15
探検後）に記述した中の「虫」について記述した項目を取り上げたものである。 
 
表 6 マンダラートに記述された探検前と探検後のイメージの比較２ 
2018.4.17（探検前）のイメージ     2018.5.15（探検後）のイメージ  
     Ｅ群     Ｆ群            Ｇ群     Ｈ群 
メダカ                  におい 
     アリ                    アリ 
入学式                  気候 
     飛ぶ                    クモ  
 
桜餅                   人 
     草むら                  ダンゴムシ 
タンポポ                 遊具 
春           小さい       春           クモの巣 
 虫                    虫 
     生命                   カタツムリ 
サクラ                  花 
            羽                    ミミズ 
     出会い                  草 
     ミノムシ                 土 
ツクシ                  音 
            ハチ                   テントウムシ 
＜午後の探検隊＞ 
＜午後の探検隊＞の話し合いでは，「春（中央公園の）」からイメージする「ヒト，モノ，
コト」こととしてＥ群に示した「メダカ」「入学式」「桜餅」「タンポポ」「虫」「サクラ」「出
会い」「ツクシ」があげられた。前述同様それぞれの言葉に関して，さらにイメージを広げ
たのがＦ群である。「虫」に対しては，「アリ」「飛ぶ」「草むら」「小さい」「生命」「羽」「ミ
ノムシ」「ハチ」があがった。探検後に記入したＧ群の８つの言葉の中にも「虫」があげら
表 6　マンダラートに記述された探検前と探検後のイメージの比較２
　＜午後の探検隊＞の話し合いでは，「春（中央公園の）」からイメージする「ヒト，モノ，
コト」こととしてＥ群に示した「メダカ」「入学式」「桜餅」「タンポポ」「虫」「サクラ」「出
会い」「ツクシ」があげられた。前述同様それぞれの言葉に関して，さらにイメージを広
げたのがＦ群である。「虫」に対しては，「アリ」「飛ぶ」「草むら」「小さい」「生命」「羽」
「ミノムシ」「ハチ」があがった。探検後に記入したＧ群の８つの言葉の中にも「虫」があ
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げられていた。そこでは，「アリ」「クモ」「ダンゴムシ」「クモの巣」「カタツムリ」「ミミ
ズ」「土」「テントウムシ」があげられている。Ｅ群の「虫」に関する言葉とＦ群の「虫」
に関する言葉を比較すると，中央公園での観察活動を経て明らかに深まりが出てきている
ことが分かる結果である。
７）公園地図の作成と探検グッズの活用状況
　探検後に活動した内容を中央公園の絵地図（図 11）に表した。
　＜ぼくらはとうほくたんけんたい＞の絵地図には，遊具（滑り台，回転遊具，シーソー
等）やベンチ（舗装された遊歩道にあり散歩している人も多いとの注釈あり）など施設・
設備・人に関するものが描かれている。また，オタマジャクシやカモ等の生き物，ネーム
プレートの付いた草・花・木，藤の花等自然に関するものも描かれている。
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図 11 探検後に作成した国見中央公園地図 
 
〔音を聞く〕・グッズを使うと車が
通る音が深く聞こえた。普段耳に
しているものでも，視点を変える
と興味をひかれるものへと変化し
た。 
 
〔話（内心語）を聞く〕・グッズ
のマイクを使って虫や花の気持
ちなどを自分で想像をふくらま
してインタビューした（低学年
ならでは）。 
 
〔〔私たちの探検グッズ〕 
・音を聞くメガホン。のぞいたりしても使った。 
・インタビューをするマイク。 
〔音を聞く〕・噴水があり，グッズを使って水
の音を聞いた。噴水の音が壮大に聞こえた。 
〔グッズの改善点〕・今回のグッズは両手が
ふさがるもので探検がしづらかった。首に
ぶら下げられるようにするなど工夫すべき
であった。 
図 11　探検後に作成した国見中央公園地図
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　絵地図に記されている探検グッズの活用状況では，例えば，「グッズのマイクを使って
虫や花の気持ちなどを自分で想像をふくらましてインタビューした。」のように虫や花に
マイクを向けて話しかけその心内語を聞き取ったり，「グッズを使うと車が通る音が深く
聞こえた。普段耳にしているものでも，視点を変えると興味をひかれるものへと変化した。」
のように新たな興味を抱いたりするなどが記述されていた。
　探検後に実施した「探検グッズを活用してみて」のワークシートによる「探検グッズ」
に関する振り返りの記述を，次の 3 つの観点から分析した（表 7）。
　　　　は，意欲に関わる部分である。
　　　　は，焦点化して観察できた部分である。
　　　　は，生活科の「見方・考え方」を踏まえ探検グッズを効果的に活用したと
考えられる部分である。
　探検活動後に「ワークシー
ト」に「探検グッズを活用し
てみて」を記述させた。その
中で，例えば「探検グッズで
花や木を見ることができた」
と記入していたＹＨは，「グッ
ズがあることで意欲的に活動
でき楽しむことができる」と
「主体的な活動」に係る内容
を記述していた。
　「作ったグッズ（双眼鏡）
で木をのぞくとわくわくし
た」と記述していたＡＳは，
「双眼鏡のおかげでそれぞれ
の木の葉の形といった細かい
ところまで見ることができ
た」と「観察力の高まり」に
係る内容を記述していた。カ
メラを作製したＭＡは「ハート形のフレームのカメラをお友達が可愛いねと言ってくれた。
そしてお花の写真を可愛くハート形に撮ることができた」と記述しつつ「自分で作ったグッ
ズだからこそ愛着がわいてより楽しむことができた。私たちのグループは一人一人のフ
レームを変えていたのでいろいろなフレームで見れて楽しかった」と「協働的な学び」に
つながる内容を記述していた。
　表 7 の「探検グッズを活用してみて」の感想からも「グッズをもっているだけで“特別
感”のような気持ちになった」「グッズを使って観察，体験することでよりワクワクした」
と意欲が高まったことがうかがえる。
　また，「グッズのマイクを使って花や虫の気持ちなどを自分で想像をふくらましてイン
タビューした」と低学年の児童によく見られるような対象を擬人化して心内語で対話する
ことを試みた活動もあった。探検グッズの存在が対象へ多角的な働きかけをする上で有効
であると考えられる姿である。
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６）表現活動の実際
　単元の第四次となる「国見中央公園で見つけた春を伝えよう」の活動は，探検隊ごとに
国見中央公園探検で見つけた春を様々な表現方法で発表し合う内容である。
　実際の活動では，探検隊ごとに十分な話し合いをもち，自分たちがめあてをもって探検
に出かけ，探検グッズを活用しながら五感を働かせて観察・体験したことを表 8 のような
表現方法を用いて発表し合った。ペープサート劇が比較的多かったものの，ＩＣＴ機器を
利用した動画化，本人たちが演じる劇化，新聞を作りニュース番組風にアレンジした劇化，
お皿シアターなど見つけた春を効果的に伝えるための表現方法，どのように伝えればよい
かについての工夫があった。
表 8　探検隊ごとの表現活動における表現方法
探検隊名 表現方法 備考
ぼくらはとうほく探検隊 ペープサート 男の子と女の子，2 人の主人公が中心
すてきな探検隊 ペープサート 自分たちが主人公
貝森探検隊 ペープサート 自分たちが主人公
わがまま探検隊 劇化 擬人化
午後の探検隊 ペープサート 自分たちが主人公
うきうき探検隊 お皿シアターと動作化 自分たちが主人公
赤の探検隊 ペープサート 自分たちを動物に擬人化
いしい探検隊 新聞と劇化の組合わせ ニュース番組風の企画
わくわく探検隊 動画化 自分たちが主人公
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図 12 ペープサートの手法を用いて探検グッズを使った活動を振り返るグループ 
 
８ 考察 
１）活動に見通しをもたせるためのストーリー性のある指導計画の作成と思考ツールの
活用 
グループ（探検隊）で実際に観察したり見つけたり，気付いたりしたことを何らかの形
で表現し発表するという活動のゴールが学生にとって明確であるため，ゴールに向かう活
動のプロセスの中で今自分達は何をすべきかを常に意識でき，そのことが主体的な活動に
つながっていった。そのことは，表現活動の発表内容に表れていた。思考ツールとしての
な
うきう
赤の探
図 12　ペープサートの手法を用いて探検グッズを使った活動を振り返るグループ
　
１）活動に見通しをもたせるためのストーリー性のある指導計画の作成と思考ツールの活
用
　 を何らかの形
ールに向かう活
主体的な活動に
つながっていった。そのことは，表現活動の発表内容に表れていた。思考ツールとしての
マンダラートの活用は探検活動前と後の自分達の活動や認識の向上を可視化し振り返らせ
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る上で効果的であった。
２）公園探検における「ヒト，モノ，コト」への観察力や気付きの質を高めるための探検
グッズの考案・作製・活用及び思考ツールによる認識の高まりの確認並びに公園地図の
作成
　児童の発達の段階に合わせ五感を使って公園を意欲的に観察するため学生は様々な探検
グッズを考案した。
　例えば，
【視覚に関するもの】
　ドキドキ望遠鏡（公園の隅々まで見渡す），かしこい眼鏡（眼鏡を付けることにより，
「見る」ことに注目させる），探検カメラ（遠くや細かいところまで見て，公園にある春
やお宝を沢山発見する）など
【聴覚に関するもの】
　春探しレコーダー（メガホンを耳に当てて，春らしい音を探し録音（メモ）する），
みるみるきくきく（自然の中にあふれている色々な音を聞く），よく聞こえるんです（い
ろいろな自然の音を集める）
【嗅覚に関するもの】
　お鼻くんくん（花や草など匂いを嗅ぎたいときにグッズを自分の鼻につけて匂いを嗅
ぐ），クンクン（花や草など公園にあるものの香りをかごうとする意欲が高まる）
【関わりに関するもの】
　インタビューマイク（リポーターになりきって，地域の方から話をうかがう），巨大
アイフォーン（写真を貼ったり，調べたり，気になったりするものがあったときメモす
る），探検宝箱（公園で自分が気に入った物を宝物とし，採取できるものは宝箱に入れ
て持ち帰る。帰ってきたら宝物の絵を宝箱に描き宝箱自体が記録に残るものとする）
など多様である。
　これらの探検グッズは，「探検グッズを活用してみて」の感想に見られるように，それ
を持つだけで探検への意欲が高まる（例：グッズがあると探検隊になったような気分にな
る。いろいろな春を探す意欲が湧いたなど。）と同時に，焦点化した観察をする上で効果
的（例：双眼鏡で植物・虫をじっと観察する機会が増えた。双眼鏡のおかげでそれぞれの
木の葉の形といった細かいところまで見ることができたなど。）となったことが分かった。
また，インタビューマイクを公園にいる人だけでなく虫や花に向けその気持ちなどを擬人
化し自分で想像をふくらませてインタビューし心内語で対話するなど，児童の目線に立っ
た気持ちで活動をした学生のように生活科らしい学びにも有効であることが分かった。
　これらの観察を通して気付いたことは，思考ツール（マンダラート）や公園地図に具体
的に記されていた。また，学生の感想の中に「公園でよく見る名前の知らない気になった
花を一本摘み，宝箱（グッズ）に入れ持ち帰ることができました。その後，家で気になっ
た花を調べ名前を知ることができ，植物に対する理解や関心が高まったと思います。また，
インターネットで 1 つの花を調べることで多くの花を目にすることができ，次に公園に
寄った際にはインターネットであった花が咲いていないか見てみようと思いました。」と
する記述のように，探検グッズを活用した活動で得た情報が新たな興味・関心を喚起し，
次の活動への意欲につながっていたことも分かった。
３）活動の振り返りとしての表現活動
　観察したことや観察で得た情報から低学年ならではの深い学びに導くためには，観察し
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たことや観察で得た気付きを表現するという学習過程を経なければならない。児童は表現
の過程で自分が気付いたことを確かめる。併せて，観察したことから考え，また新たに気
付いていくのである。
　そこで，今回の実践では公園探検後に「国見中央公園で見つけた春を伝えよう」の活動
を設定し，探検グッズを活用しながら国見中央公園探検で見つけた春を様々な表現方法で
発表し合うことにした。
　探検場所は国見中央公園内であるため，「ヒト，モノ，コト」は全員が共有している。
しかし，探検隊ごとの探検グッズの活用の仕方（視覚・聴覚・嗅覚・関わり等）が異なる
ことから，観察等の視点も当然変わり，同じ公園の「噴水」を取り扱う場合でも，「とて
もきれいで夏が来るのもワクワクした」と表現する学生がいる一方で，「グッズを使って
水の音を聞いた。噴水の音が壮大に聞こえた」と表現する学生がいるように多様であり，
同じものを観察する場合でも探検グッズによって視点を変えると違う見方ができることが
明らかになった。
９　研究のまとめと今後の課題
　本研究では，本来児童を対象に実践すべき内容を学生を代替にして検証した。当然，児
童を対象にした場合とは展開はじめ活動における気付きや認識も異なることに疑いはな
い。
　しかし，公共施設としての公園をただ見学・観察するだけではつい見過ごしがちで気付
きに至らないと思われるような「ヒト，モノ，コト」に対して，生活科の「見方・考え方」
を踏まえて作成した探検グッズを持参したことにより，学生であっても思いや願いをもっ
て関わっていったと考えられる活動が展開されていたことが分かった。
　ところで，渋谷※６は，『生活科における主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業
改善』の中に，「思いや願いを実現していく過程で，一人一人の子供が自分との関わりで
対象を捉えていくことが生活科の特質」であり，「深い学びの視点による学習指導としては，
思いや願いを実現していく過程において『身近な生活に関わる見方・考え方』を生かした
学習活動が充実することで，気付いたことを基に考え，新たな気付きを生み出し関係的な
気付きを獲得することなどの深い学びを実現するようにする。低学年らしいみずみずしい
感性により感じ取られたことを，自分自身の実感を伴った言葉として表したり，様々な事
象と関連付けてとらえようとしたりすることを助けるような教師の関わりを実現していく
ことが大切である。」と述べている。
　これに照らせば，「学習者がなりきって意欲的に探検活動にのめりこむようなストーリー
性のある単元構成」のもと，手作りの探検グッズがあることにより「手にとって活動をやっ
てみたくなる」「視点を変えた観察ができる（視点を変えて観察する）」「対象と多様に関
わる」など本実践が目的とした「身近な生活により一層主体的に関わり，そこでの気付き
が対話を通して深い学びにつないでいく」ことは学生の反応同様に，児童にも有効である
のではないかと考える。
　自分と身近な生活に繰り返し関わることが，学びを深め地域に対する愛着をもつことに
つながっていく。本稿のような公園を学習対象とする場合も同様で，公園の様子の季節的
な変化など時間や月日を追って事実を継続的に観察し，その変化の特徴を捉え，なぜその
ようになったかを考えていくことがこれからも大切である。その際，本実践の探検グッズ
を継続して活用した場合（定点）の観察のありようと別の視点から観察する場合に新たな
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探検グッズとした方がよいかについては今後の課題である。
　本稿の実践が学校現場での生活科における深い学びの一助になれば幸いである。
　なお，学生の感想の中に，「双眼鏡や集音器などを使うことで一つの感覚に集中できる
と実感した。（学校）現場に出たら必ず実践したいと思った。」とするものがあった。具体
的な活動や体験を通した教材研究は学生にとっても有意義な学びになっていたことについ
て併せて付記したい。
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